
 
 

２０１９年２月２１日 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

 
ＳＯＭＰＯホールディングスが「健康経営銘柄２０１９」に選定 

 

 ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ 取締役社長：櫻田 謙悟、以下 

「ＳＯＭＰＯホールディングス」）は、健康経営※１に優れた企業として経済産業省と東京証券取

引所が共同で選定する「健康経営銘柄２０１９」に選定されました。 

あわせてＳＯＭＰＯホールディングスグループの８社が、経済産業省および日本健康会議が 

運営する健康経営優良法人認定制度において、「健康経営優良法人２０１９大規模法人部門（ホワ

イト５００）」に認定されました。 

※１ 健康経営は、ＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。 

 

１．「健康経営銘柄」および「健康経営優良法人大規模法人部門（ホワイト５００）」の概要  

 

 「健康経営銘柄」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、 

戦略的に取り組んでいる上場企業を選定するものです。 

 ５回目となる今回は、２８業種から３７社が選定されました。 

 

（選定された当社グループ会社） 

  ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社【初選定】 

 

 

「健康経営優良法人大規模法人部門（ホワイト５００）」とは、大規模法人のうち、保険者 

と連携して優良な健康経営を実践している法人を認定・公表する制度です。 

３回目となる今回は、８２１法人が認定されました。 

 

（認定を受けた当社グループ会社）  

・ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社【３年連続】 

・損害保険ジャパン日本興亜株式会社【３年連続】 

・損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社【３年連続】 

・ＳＯＭＰＯビジネスサービス株式会社【３年連続】 

・ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社【３年連続】 

・ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社【３年連続】 

・ＳＯＭＰＯコミュニケーションズ株式会社【初認定】 

・株式会社プライムアシスタンス【初認定】 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＳＯＭＰＯホールディングスグループにおける健康経営の取組み  

 ＳＯＭＰＯホールディングスグループでは、「お客さまの安心・安全・健康に資する最高品質の

サービス」を実現するためには、その原動力である「社員および家族の健康」が大切であると考

えています。グループ人間尊重ポリシーにおいても、「社員の健康維持・増進に取り組むことで活

力ある労働環境を確保」することを掲げており、これらの考え・方針に基づき、グループ全体で

健康維持・増進に繋がるさまざまな取組みを実施しています。 

 

（１）社員の健康維持・増進の取組み 

 ＳＯＭＰＯホールディングスグループ各社では、社員一人ひとりの健康維持・増進を実現する

ため、社員の健康状態に合わせた取組みを実施しています。 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社では、生活習慣病リスクの高い社員に対して健康保険組合

と連携して特定保健指導および重症化予防プログラムを実施しており、途中離脱を防止するため

の継続的なフォローにアプリを活用するなど実効性の向上に取り組んでいます。 

 損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社では、全社員にウェアラブル端末を無償貸与

しており、歩数や心拍数、消費カロリー、睡眠時間などの日々のデータを自身で確認することで、

社員の健康意識向上に繋げています。また、平均歩数を競う部署対抗戦の実施や全社員を対象と

した１泊２日のクアオルトプログラム※２を展開するなど運動増進のムードアップも図っていま

す。 

※２ クアオルトプログラムとは、自然環境や温泉のある保養地での健康プログラムを意味します。 

 

（２）活力ある労働環境確保の取組み 

 ＳＯＭＰＯホールディングスグループでは、活力ある労働環境を確保することが社員の心身の

健康維持や生産性向上、ひいては企業の持続的な成長に繋がると考えており、グループ各社では

労働時間の適正化やテレワーク、シフト勤務などの多様な働き方の実現に取り組んでいます。 

また、損害保険ジャパン日本興亜株式会社では、社員や組織の活性度を測るため、社員の意識

調査を定期的に実施しています。意識調査の結果を労働時間やストレスチェックの結果と併せて

職場単位で見える化し、各職場では改善に向けた取組みを進め、社員のやりがい向上や組織の活

性化に繋げています。 

 

（３）データヘルスの取組み 

ＳＯＭＰＯホールディングスグループでは、ヘルスケア事業を展開するＳＯＭＰＯヘルスサポ

ート株式会社の健康データ分析ノウハウを活用し、健康保険組合とも連携しながら、データヘル

スに取り組んでいます。 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社では、社員の健康診断やストレスチェックの結果、生活習

慣等のデータを蓄積しており、労働時間やプレゼンティーイズム※３との関係性について分析を進

めています。 

また、損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社では、ウェアラブル端末から収集した

健康状態のデータと健康診断結果やレセプトデータで分析を進めており、データヘルスの進化に

取り組んでいます。 

※３ プレゼンティーイズムとは、心身の健康状態による生産性低下がもたらす損失を意味します。 

 

３．今後について 

今後もＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社が提供する「健康経営推進支援サービス」を活用し、

健康保険組合とも連携しながら取組みの効果を社内外に発信していくとともに、お客さまへの支

援を強化し健康経営の更なる普及に貢献していきます。 

以上 


